平成２４年３月８日

被保険者　各　位

北陸電力健康保険組合


これまで高額な外来療養を受けた場合、一旦窓口で一部負担金を支払い、後日（受診月から約３ヵ月後）健保組合から「高額療養費」の給付を受けるしくみになっておりました。

平成２４年４月１日から、従来の入院に加え外来についても、同一医療機関での同一月の窓口負担が自己負担限度額を超える場合、窓口での支払いを自己負担限度額までにとどめる取扱いが始まります。

これにより窓口での多額の現金を支払う必要がなくなります。

そのためには、あらかじめ健保組合へ申請書を提出し、「限度額適用認定証」の交付を受け、医療機関窓口で提示する必要があります。

１．対象となる方

当健保組合の７０歳未満の被保険者又は被扶養者

（７０歳以上については、既に同様の取扱いが行われているため対象外です。）

２．現物給付の対象となる療養の範囲

保険医療機関、保険薬局などで受けた保険診療

　　（注）柔道整復、はり灸、あんまマッサージなどの施術は対象外です。

３．限度額適用認定証の有効期限

・有効期限は、原則として申請期間満了の月末までとなります。

・有効期限満了後の再発行については、「再交付」申請してください。

４．現物給付における自己負担限度額

· 医療機関の窓口で支払う限度額は、診療を受けられる月の被保険者の所得区分により異なります。

· 認定証を提示した場合の医療機関での自己負担限度額は次のとおりです。

	所得区分
	判定
	自己負担限度額（窓口負担額）

	上位所得者


	［Ａ］
	150,000円＋（総医療費―500,000円）×1%

多数該当の場合83,400円

	一　　　般


	［Ｂ］
	80,100円＋（総医療費―267,000円）×1%

多数該当の場合44,400円

	低所得者
	
	定額　35,400円

多数該当の場合24,600円


※上位所得者とは標準報酬月額が53万円以上の場合をいいます。

５．その他

限度額適用認定証を事前に提示されない場合でも、従来どおり健保組合から高額療養費が支給されます。

６．申請書様式

　限度額適用認定申請書は、適用対象者ごと（一人一枚）に提出してください。
　　○新規申請時　　　　　　　　○証紛失時・所得区分変更時・有効期限満了時


７．問い合わせ先


· 北陸電力㈱（富山県内本店担当）：菊地　[内線911－3165 ・　外線076-405-3135]

· 北陸電力㈱（上記以外担当）　  ：宮森  [内線911－3167 ・　外線 076-405-3137]
· 関係会社担当　　　　　　　　　：南  [内線911－3166 ・　外線076-405-3136]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　以　上

外来での高額療養に係る


限度額適用認定証の発行について
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　限度額適用認定申請書（再交付）
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　限度額適用認定申請書











